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哲学初歩（34）
三木清の思索を通して、哲学とは何かを考えてみたい

004

講座内容

「日本の哲学は？」という質問を受けることがあります。日本は明治の初期に西洋哲学に触れました。
これを有能で意欲的な青年たちが、貪欲に吸収し、明治後半には、それを批判し、対抗するグループが
登場しました。西田幾多郎を中心とするいわゆる「京都学派」です。三木清は、このグループの中で特異
な存在でした。彼はドイツとフランスで哲学を学び、マルクス思想にも通じていました。三木の思索を
通して、「日本の哲学とは？」の問いを考えてみたいと思います。

期　間 10月5日～12月14日 受講料 9,000円

曜　日 木曜日 定　員 60名

時　間 14：00～16：00 会　場 横浜・関内キャンパス

回　数 全6回 持ち物 筆記用具
教　材 講師が毎回レジュメやプリントを用意します。

備　考 質問大歓迎です。どんな些細なことでも、あるいは講義に直接関係なくても大丈夫です。私も人並みに
偏っています。あまり真に受けないよう、用心してください。

講座スケジュール
回数 日　程 内　　　　　容

1 10月 5日 (木) はじめに－三木清とその時代
過酷な時代の哲学の運命

2 10月19日 (木) 『パスカルに於ける人間の研究』について
三木におけるハイデガーの影響と三木の独自性

3 11月 2日 (木) 『構想力の論理』(1)
『構想力の論理』の構想とその意図、第1章「神話」、第2章「制度」

4 11月16日 (木) 『構想力の論理』(2)
第3章「技術」、第4章「経験」

5 11月30日 (木) 『構想力の論理』(3)
書かれなかった第5章「言語」

6 12月14日 (木) おわりに－『人生論ノート』について
哲学とは何でありうるのか、何であるべきか。

講師紹介 杉田 正樹（すぎた まさき）
本学名誉教授　
このところずっと、言語の哲学に強い関心をもっています。哲学の営みも、広く人間の営みも、言語なしでは在り得ません。沈黙す
ることすら、言語があって始めて成り立ちうるのです。言語の観点から三木の哲学に挑戦してみたいと思います。
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